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マウスを冷Zamboni液で、潅流固定後，脊髄を脊椎を付けたまま C 3-5 レベルで取りだし， 1) 4.13% 
EDTA水溶液， 2) Kristensen蟻酸脱灰液， 3) EDTA と Zamboni液の混合液 (1 %パラホルムア
ルデヒド， 0.1% ピクリン酸を含む4.13%EDTA) でそれぞれ脱灰したのち，間接蛍光抗体法により脱
灰液の SP様免疫活性に及ぼす影響を調べた。対照として，脊椎から取り出した脊髄について，間接蛍
光抗体法により， S P様免疫活性を調べた。その結果，対照群では SP様免疫活性を示す神経線維は脊
髄後角部に密に分布していた。実験群では4.13%EDT A及び、Kristensen蟻酸脱灰液で、脱灰した場合，
脊髄後角部の SP様免疫活性の強さは減少し，後索部に強い非特異的蛍光が認められた。しかし， ED 
TA と Zamboni液の混合液で、脱灰したものでは，後角部での SP様免疫活性は対照群と同程度であっ
-365-
た。また，後索部の非特異的蛍光は認められず，この脱灰液が，もっとも適していることがわかった。
次に，ラットを冷Zamboni液で、潅流固定し，下顎臼歯部を摘出した後， EDTA と Zamboni液の混合
液で脱灰し，通法に従いパラフィン切片あるいは凍結切片を作成，間接蛍光抗体法を施し，歯髄と歯周
組織での SP含有神経線維の分布を調べた。また，片側の下歯槽神経と，上頚神経節をそれぞれ外科的

























本論文は歯と歯周組織における SP含有神経の分布と SP の機能の解明について重要な知見を得たもの
である。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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